
摩擦とは



定義・法則
【摩擦の定義】

接触する二つの物体が外力の作用の下ですべりや転
がり運動をするとき、あるいはしようとするときに
その接触面において、それらの運動を妨げる方向の
力が生ずる現象のこと。その力を摩擦ということも
ある。

【アモントンクーロンの法則】
1）摩擦力は接触面に加わる垂直荷重に比例し
見かけの接触面積には無関係

2）摩擦力は相対的なすべり速度に無関係
3）静摩擦は動摩擦よりも大きい



３－３ . 摩擦のメカニズム

摩擦の原因として 凹凸の噛み合いと接触部の凝着が考えられていた。

現在一般的な工業材料の摩擦は凝着によるものと考えられている。

曾田範宗 摩擦と潤滑
岩波書店 (1954) より引用

凹凸説によるすべり摩擦の模型

摩擦面の局部的凝着とせん断の模型
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３－４ . 凝着説による摩擦の説明

凝着説では摩擦係数が次のようにしてきまると考える。

◆真実接触面積 A r は 微視的な真実接触部の降伏によって発生する

 A r ＝（垂直荷重 P ）／（材料の塑性流動圧力 P m）

◆真実接触部をせん断する力 F が 摩擦力になる

 F ＝（真実接触面積 A r ）×（真実接触部のせん断強さ S i ）

◆摩擦係数 μ は 摩擦力と垂直荷重の比で与えられる

 μ ＝（摩擦力 F ）／（垂直荷重 P ）＝ S i ／P m

清浄な金属面など真実接触部のせん断強さS iがきわめて大きい場合

には せん断力も降伏に寄与することがあり 修正が必要になる。
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３－５－１. 技術屋の考える転がり摩擦

(a)      (b)

「転がり摩擦はすべり摩擦より小さい」というのは(a)と(b)との比較。

コロ あるいは玉が “純粋に転がっているのか？”  “どれだけすべって

いるか？” は一般に不明。

３－５ . 転がり摩擦の二つの意味
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３－６ . 転がり摩擦のメカニズム

純粋な転がり接触において転がり摩擦Fが発生する

[原因]

 塑性変形によるヒステリシス・二面間の凝着・

表面粗さによるポテンシャル損失・内部摩擦等

転がり摩擦係数の実測例
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